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人　口203,071人
世帯数91,540世帯
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　東日本大震災をきっかけに、地
域コミュニティや人の絆の重要性
が見直されています。区民の皆様
一人ひとりが右京のまちの大切な
一員です。特に自然災害が増える
この時期、可能な範囲で地域の活
動に参加するなど、日
頃から顔の見える関
係を築きましょう。
区民の皆様の御理
解と御協力をよろ
しくお願い致しま
す。

京都市長　

　行政区ごとに設置されており、平成23年4月１日現在、
右京消防団は24分団649人で組織しています。消防団員は、
区民の皆様が安心して暮らしていただけるよう、防火・
防災指導や広報活動を実施するとともに、いざという時
に備えて、消火活動や人命救助などができるよう、日々、
教育・訓練を重ねています。
　また、おおむね学区単位で27の自主防災会、町内会単
位で668の自主防災部が組織されています。災害発生時は
もちろん、日頃から地域の皆様が防災環境の整備や防災
訓練の実施に努めています。

地域の絆で安心を
守る地域団体
　災害に強いまちづくりのためには、
自治会、ＰＴＡ、民生委員、商店街、
学校など、地域にある様々な団体が多
面的な対応力を持つことが望まれます。
　例えば、独自に防災マップの作成や
災害学習会、登下校時の子どもの見守
りなどを行い、地域の安心・安全を守
るとともに地域の絆づくりを進めてい
る学区もあります。

命と暮らしを守る消防団・地域の災害
対応力向上に取り組む自主防災組織

　高齢者や心身に障害のある方、乳幼児の方な
ど配慮の必要な方が地域にはたくさん暮らして
います。災害時の要配慮者支援について、学区
社協や関係団体でも取り組みが始まっています。
災害にも強いつながりをつくる地域活動と自主
防災活動などとの
連携を図っていく
ことが大切です。

災害にも強いまちづくりを目指す
地域の各種団体

葛野の子どもを守る会

西院第二学区自主防災会総合防災訓練
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9月1日は防災の日です―防災週間:8月30日～9月5日―

西京極 福祉災害ボランティア研修会


